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8.1てて 市議会だよりんどうんどう
市政をもっと身近に！わかりやすく！市政をもっと身近に！わかりやすく！

今回の表紙「入道雲と金魚」　作者：天童市立第四中学校 美術部３年　村山柚稀さん

議会報告・意見交換会を開催

先駆けの 取組み学び まちの未来に（常任委員会行政視察報告）

特集1

特集2



　
天
童
市
議
会
で
は
、
議
員
が
地

域
を
訪
問
し
て
議
会
の
活
動
内
容

を
報
告
・
説
明
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
天
童
市
に
し
て
い
く
た
め
に

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
５
月
15
日
と
16
日
の

２
日
間
、
市
内
12
カ
所
で
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
68

人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
の
部
で
は
令
和
４
年

度
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
報
告

し
、
意
見
交
換
の
部
で
は
地
域
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

貴
重
な
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
議
会
に
い
た

だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
等
は
対

応
を
協
議
し
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
、
一
般
質
問
や
政
策
立
案
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
各
会
場
の
報
告
書
は
、

質
問
に
対
す
る
回
答
を
含
め
、
市

立
公
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
課

題
や
意
見
を
取
り
ま
と
め
、

報
告
書
を
作
成
し
ま
す

　
周
辺
集
落
で
は
農
業
経
営
へ
の
不

安
に
加
え
、
若
い
世
代
が
離
れ
、
老

人
世
帯
増
や
老
老
介
護
な
ど
の
深
刻

な
問
題
が
出
さ
れ
た
。
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
が
、
積
極
的
な
意
見
交
換

が
で
き
た
。
女
性
の
参
加
が
な
か
っ

た
こ
と
は
今
後
の
課
題
。

�

（
班
長　
伊
藤　
和
子
）　

　
両
会
場
と
も
参
加
人
数
は
多
く
な

か
っ
た
が
熱
心
な
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　
市
主
催
で
の
敬
老
会
の
取
り
や
め

に
つ
い
て
市
報
の
内
容
だ
け
で
は
わ

か
り
づ
ら
く
、
も
っ
と
具
体
的
に
周

知
し
て
ほ
し
い
と
の
声
や
、
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
の
質

問
、
図
書
館
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

意
見
等
と
河
川
支
障
木
の
撤
去
、
畜

産
の
臭
い
等
の
地
域
課
題
に
つ
い
て

の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

�

　
（
班
長　
山
崎　
諭
）

　
各
町
内
会
の
役
員
の
方
な
ど
を
中

心
に
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　
地
域
の
安
心・安
全
、環
境
、観
光
、

学
童
保
育
、
市
立
図
書
館
、
市
立
公

民
館
の
分
館
な
ど
、
地
域
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
意
見
を
詳
し
く
聞
く
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

�

　
（
班
長　
松
田　
光
也
） 

報
告
書
の
中
か
ら
調
査
・
検

討
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

執
行
部
に
聴
き
取
り
を
行

い
、
市
民
に
回
答
し
ま
す

い
た
だ
い
た
課
題
や
意
見
に

つ
い
て
は
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
、
一
般
質
問
や
政
策

提
言
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

交換会を開催交換会を開催

意見交換会でのご意見は、このように活かしています！意見交換会でのご意見は、このように活かしています！
議会報告・意見交換会

山口・田麦野・天童中部蔵増・天童南部
伊藤和子、水戸芳美、佐藤孝一山崎諭、狩野佳和、熊澤光吏、古澤義弘

各班で報告書を作成執行部から聴き取り

市長にこの問題
についてお伺い
します！

詳しくは
こちら

１班２班天童北部・成生
松田光也、武田正二、三宅和広

３班

2令和５年８月１日発行令和５年８月１日発行



■�

議
会
・
議
員
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等

（
自
由
記
載
欄
の
抜
粋
）

　

今
回
の
参
加
者
は
少
な
か
っ
た

が
、
そ
の
分
、
意
見
交
換
会
の
内
容

は
現
実
的
な
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。

「
社
会
的
環
境
が
変
わ
っ
た
現
在
、

町
内
会
に
入
ら
な
い
人
が
い
て
困
っ

て
い
る
」
と
か
、「
今
年
度
の
敬
老

会
開
催
に
つ
い
て
、
欠
席
者
に
何
も

な
い
の
は
不
公
平
で
は
な
い
か
」
と

い
う
、
身
近
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。

�

（
班
長　
水
戸　
保
） 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
少
人

数
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
良

か
っ
た
。

　
そ
の
中
で
行
政
と
町
内
会
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
が
、
さ

ら
な
る
議
論
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

女
性
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
参
加
拡
大
の
方
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
石
垣　
昭
一
）

　
今
回
は
班
編
成
に
当
た
り
各
公
民

館
管
内
に
居
住
す
る
議
員
を
配
置
し

た
こ
と
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
や
要
望
等
を
活
発
に
ご
提
起
い
た

だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な
意
見
交
換

会
と
な
っ
た
。
お
忙
し
い
中
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　
今
後
も
参
加
し
た
く
な
る
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
を
模
索
し
、
改
善

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

�

（
班
長　
鈴
木　
照
一
）

議会報告・意見議会報告・意見
会場ごとの参加者数参加者へのアンケート　集計結果

どちらとも
８%

干布・津山
水戸保、遠藤喜昭、野口さつき、五十嵐浩之

４班長岡・寺津
石垣昭一、山口桂子、佐藤俊弥、笹原隆義

５班荒谷・高擶
鈴木照一、遠藤敬知、渡辺博司

６班

特集１

【
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
の
運
営
等
】

◆�

出
席
者
数
は
物
足
り
な
か
っ
た
。
来
年
度
、
女

性
が
参
加
で
き
る
会
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。

◆�

中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
は
す
ご
く
良
い
こ
と

だ
と
思
う
。
若
い
人
は
政
治
に
興
味
を
持
た
な

い
人
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
中
高
生
と
の

意
見
交
換
や
議
員
活
動
へ
の
研
修
な
ど
も
含
め

て
も
っ
と
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
・
議
会
へ
の
要
望
等
】

◆�
地
域
課
題
を
一
般
質
問
の
場
で
お
願
い
し
た
い
。

◆�

議
員
報
酬
は
８ 

０ 

０
万
円
台
で
良
い
と
思
う
。

た
だ
仕
事
を
も
っ
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆�

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
評
価
さ
れ
る
従
来

以
上
の
活
発
な
議
員
活
動
を
望
み
た
い
。

◆�

執
行
部
の
追
認
機
関
と
な
ら
な
い
本
来
の
役
割

の
遂
行
を
期
待
し
た
い
。

【
市
政
へ
の
意
見
・
要
望
等
】

◆�

市
民
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

が
市
政
の
役
目
と
考
え
て
い
る
。

◆�

子
ど
も
の
教
育
の
充
実
と
食
育
、
環
境
整
備
と

人
口
減
少
の
対
策
を
し
て
過
疎
地
域
を
減
ら
し

て
ほ
し
い
。

◆�

地
域
内
に
移
住
体
験
が
で
き
る
一
時
宿
泊
施
設

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

天童南部 天童中部 天童北部
３ 7 6

成生 蔵増 寺津
６ 7 4

津山 山口 高擶
２ 7 8

長岡 干布 荒谷
８ 4 6

参加者合計 アンケート
回答者数

アンケート
回答率

６８ ６５ ９５．６％評価

評価する評価する
83%83%

未記入９%
評価しない０%

２〜５回２〜５回
４６％４６％

はじめてはじめて
３８％３８％

未記入
０% ６〜９回

１１%

１０回以上
５%

参加回数

６０歳代６０歳代
４１％４１％

７０歳代７０歳代
４２％４２％

５０歳代
５％

４０歳代
５％

３０歳代
３％

未記入
３％

８０歳以上
１％

年齢
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◀�

Ａ
Ｉ
に
よ
る
本
の
貸
出
機
の
説
明

を
受
け
る

◀�

古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
お
試

し
暮
ら
し
住
宅

先駆けの 取組み学び先駆けの 取組み学び
まちの未来にまちの未来に
常任委員会行政視察報告常任委員会行政視察報告

総務教育常任委員会
（５月８日～１０日）

○鹿児島県鹿
か

児
ご

島
しま

市　�図書館を起点とした生涯学習事業及び
施設整備について

○熊本県和
な ご み

水町　移住定住の取組みについて
○熊本県八

やつ

代
しろ

市　デジタル化推進事業について

　５月８日から11日にかけて、総務教育・環境福祉・経済建設の３常任　５月８日から11日にかけて、総務教育・環境福祉・経済建設の３常任
委員会の行政視察が３日間の日程で実施されました。各委員会では、そ委員会の行政視察が３日間の日程で実施されました。各委員会では、そ
れぞれの担当分野での先進的な取組みを現地で調査・研究しました。れぞれの担当分野での先進的な取組みを現地で調査・研究しました。
　視察で学んだ内容は、より暮らしやすいまちづくりへの提案などに活　視察で学んだ内容は、より暮らしやすいまちづくりへの提案などに活
用いたします。用いたします。

特集２

年中無休の天文館図書館
　１６階建てビルの４階と５階を市
の所有として図書館を新設した。
特徴は、「居心地のよい空間の提
供」。ゲートがなく常にＢＧＭが
流れ、会話や飲み物の持ち込みも
できる。子どもが楽しめる「学び
のあそび場」の空間を備え、イベ
ントやワークショップも開催して
いる。元日以外は営業し、入館者
は１０カ月ほどで８０万人を超えた。

移住定住事業について
　「日本マラソンの父」金

かな
栗
くり
四
し
三
そう

氏の生地和水町は、人口９２００人程
度で減少が続く。空き家対策や新
築住宅への補助、新婚さんへの奨
励金、学校給食の無償化、小学校
入学時の標準服支給等と手厚い施
策を展開。古民家をリニューアル
した「お試し暮らし住宅」を移住
の第一歩として貸し出している。

「行かない窓口」の取組み
　マイナンバーカードを利用した
オンライン申請で、住民票、戸籍
謄本・抄本、税証明書などが市役
所に行かなくても取得でき、遠隔
地で自動車のない市民へのサービ
ス向上を図っている。また、マイ
ナンバーカードを利用しないオン
ライン申請も整備して、デジタル
化を推進している。
� （委員長　山崎諭）

4令和５年８月１日発行令和５年８月１日発行



◀�

観
戦
し
た
く
な
る
工
夫
が
さ
れ

た
ス
タ
ジ
ア
ム

◀
無
電
柱
化
さ
れ
た
市
街

◀�

球
場
内
で
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
説
明
を
受
け
る

◀�

文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
現

場
を
視
察

環境福祉常任委員会
（５月９日～１１日）

○香川県丸
まる

亀
がめ

市　障がい者スポーツと球場の利活用
○香川県三

み

豊
とよ

市　�トンネルコンポスト方式によるごみ処理に
ついて

○岡山県倉
くら

敷
しき

市　歴史や文化を活用したまちづくり

経済建設常任委員会
（５月９日～１１日）

○大阪府箕
み の お

面市　農業公社について
○大阪府大

おお

阪
さか

市　スタジアムを活かしたまちづくりについて
○兵庫県丹

たん

波
ば

篠
ささ

山
やま

市　無電柱化の取組みについて

農業公社について
　箕面市は、大阪北部の住宅都市
で、人口約１４万人。
　農家戸数は３０年間で５０㌫超の減
少。農地の遊休化を防止するとと
もに、市内で生産された農産物を
販売・消費できるよう、また学校
給食でも積極的に箕面産を取り入
れていくために、平成２５年に市行
政組織として「箕面市農業公社」
を設置した。事業内容は農業振興
につながっていると感心した。

スタジアムを活かしたまちづくり
　あの大都市の大阪市に伺い、セ
レッソ大阪の新スタジアム「ヨド
コウ桜スタジアム」を視察。新ス
タジアム建設に対しては、よほど
税金を投入したのかと思いきや、
大阪市では一銭も出していない
話。一般社団法人セレッソ大阪ス
ポーツクラブが寄付を募って完成
したものであった。指定管理者と
して頑張っているセレッソ大阪ス
ポーツクラブに拍手。

無電柱化の取組み
　丹波篠山市は、兵庫県の中東部
に位置する、人口約４万人の市。
　総合計画策定に向けたアンケー
ト調査において、約７割の市民が
市の自然環境や景観を大切にする
べきとの回答。そこで、無電柱化
も検討項目とした。
　小規模の自治体がいかに無電柱
化の事業を叶えたのかを伺った
が、注視すべきは国の「景観まち
づくり刷新モデル地区」交付金の
活用だった。
� （委員長　武田正二）

障がい者にスポーツの楽しさを
　人口約１１万人、中心部に丸亀城
があり、石垣の高さは日本一。ま
た、うちわ生産量シェアが全国の
９割を占めている。丸亀市民球場
は防災の拠点のほか、イベントや
大会、各種団体、個人などの利活
用が多く施設の稼働
率が高い。身体障が
い者野球大会も開催
されている。

ごみから燃料に大変身
　人口約６万人、三豊平野には、
ため池が多数点在する。平成２９年
にごみ処理施設が民間委託され、
可燃ごみを発酵させ固形燃料に変
えて必要な所へ売却している。そ
の際、ＣＯ²やダイオキシンが発
生しない。処理水が出なく臭いも
しない。これは全国初の処理方式
である。

で生まれた。将棋の街であり女流
タイトル戦や小学生王将戦なども
開催しており、将棋教室も盛んで
ある。歴史的な街並みを保存する
上で、伝統的建造物の修理をしな
がら美観地区を設けて環境整備を
行っている。
� （委員長　水戸芳美）

古き美しき街をいつまでも
　人口約４８万人、棋士大

おお
山
やま
康
やす
晴
はる

十五世名人は西
にし

阿
あ

知
ち

町（現倉敷市
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６月定例会６月定例会
　令和５年度第３回市議会定例会（６月定例会）
は、６月５日から６月１９日までの１５日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で市長提出の報告案件６件と人
事議案１９件について同意し、一般議案１件を可
決しました。また、令和５年度一般会計補正予
算や条例議案２件、一般議案１件が上程され、
予算特別委員会及び所管常任委員会に付託さ
れ、審査を経て最終日の本会議で採決が行われ
ました。
　また、最終日の本会議に委員会提出議案３件
が上程され、採決が行われました。
（採決結果は１２ページに掲載してあります。）

市政に対する一般質問は、６月８日・９日の２日間の日程で、９人の議員が行いました。
行政サービスの向上や、不登校対策などについて、市長や教育長等の見解を求めました。
※議員の原稿をそのまま掲載しています。

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

６／５（月） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

６／８（木）
６／９（金） 本会議（市政に対する一般質問）

６／１３（火） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

６／１４（水） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６／１５（木） 予算特別委員会
（付託案件の審査、討論、表決）

６／１９（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

質
問
者
と
質
問
事
項

清
新
会

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

【
山
口　
桂
子 

議
員
】

�

し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に

�

市
民
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

市政に対する一般質問

【
佐
藤　
俊
弥 

議
員
】

�

選
挙
の
投
票
所
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て

�

公
園
を
気
持
ち
良
く
使
う
た
め
に

【
古
澤　
義
弘 

議
員
】

�

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
に
つ
い
て

【
鈴
木　
照
一 

議
員
】

�

交
通
安
全
運
動
の
推
進

�

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

て
ん
ど
う
創
生
の
会

【
笹
原　
隆
義 

議
員
】

�

時
代
に
合
っ
た
都
市
整
備
に
つ

い
て

【
三
宅　
和
広 

議
員
】

�

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

【
石
垣　
昭
一 

議
員
】

�

少
子
高
齢
化
社
会
で
の
地
域
振

興
の
た
め
に

【
伊
藤　
和
子 

議
員
】

�

行
政
と
自
治
会
活
動
の
協
働
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員

【
野
口　
さ
つ
き 

議
員
】

�

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の

保
障
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

�

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
つ
い
て

6令和５年８月１日発行令和５年８月１日発行



�今後も投票率向上への取組みが期待される

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で

幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
を

幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
を

Q
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体
的
、
社
会

的
に
良
い
状
態
の
こ
と
を
言
う
。
人
々
が
持
続

的
に
幸
福
な
生
活
を
し
、
幸
福
が
続
く
未
来
の

た
め
に
は
、
周
囲
と
の
関
係
性
や
つ
な
が
り
が

大
切
で
あ
り
、
居
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
る
。

　
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
援
す
る
仕
組

み
や
自
発
的
参
加
を
促
す
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
の
た
め
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

A
第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
の
将
来
像
を
「
笑

顔
に
ぎ
わ
い　

し
あ
わ
せ
実
感　

健
康
都
市
」

と
し
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
た
施
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
的

な
考
え
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
、
第
２
期
天
童
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
等
で
推
進

し
て
い
る
事
業
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
る
こ
と

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
幸
福
感
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
。

　
今
後
も
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
し

あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

古ふ
る

澤さ
わ　

義よ
し

弘ひ
ろ

議
員

Q
市
内
に
5３
カ
所
あ
っ
た
投
票
所
を
27
カ
所
に

統
合
し
て
10
年
近
く
に
な
る
が
、
数
を
減
ら
し

て
得
た
も
の
は
。

A
投
票
環
境
の
向
上
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
駐
車
場
の
確
保
が
図
ら
れ
、
選
挙
事
務
の
効

率
化
な
ど
の
点
で
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
を
市
内
２
カ
所
で
行
う

こ
と
で
利
便
性
が
向
上
し
、
近
年
の
選
挙
で
は

投
票
者
の
50
㌫
以
上
の
方
が
期
日
前
投
票
を
利

用
し
て
い
る
。
国
政
選
挙
に
お
い
て
は
、
統
合

後
の
方
が
全
国
の
投
票
率
を
大
き
く
上
回
っ
て

お
り
、
一
定
の
評
価
が
で
き
る
と
考
え
る
。

Q
選
挙
立
会
人
の

投
票
日
の
立
会
業

務
時
間
が
長
い
の

で
、
二
交
代
制
に

で
き
な
い
か
。

A
他
市
で
も
行
っ

て
い
る
の
で
、
負

担
軽
減
と
い
う
意

味
か
ら
調
査
し
て

い
く
。

こ
れ
で
い
い
の
か

こ
れ
で
い
い
の
か

選
挙
投
票
所

選
挙
投
票
所

早
期
の
犯
罪
被
害
者
等
の

早
期
の
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
条
例
の
制
定
へ

支
援
条
例
の
制
定
へ

Q
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
。
市
か
ら
は
犯
罪
被
害
者
等
が
現
に
生
活

し
て
い
る
地
域
社
会
に
お
い
て
、
支
援
を
適
切

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
基
盤
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
さ
れ
、
市
と
し
て
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
の
た
め
に
講
じ
得
る
施
策
等

に
つ
い
て
、
条
例
制
定
の
必
要
性
も
含
め
て
調

査
研
究
を
し
て
い
く
と
の
前
向
き
な
発
言
を
い

た
だ
い
た
。
３
カ
月
が
経
ち
、
県
内
市
町
に
お

い
て
も
条
例
制
定
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
条
例
制
定
に
向
け
て
加

速
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
が
市
の
考
え

を
伺
う
。

A
現
在
、
本
市
で
は
国
、
県
、
民
間
団
体
と
の

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し
て
犯
罪
被
害

者
等
の
支
援
の
た
め
に
講
じ
得
る
施
策
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
関
係
機
関
と
の

検
討
会
を
開
催
し
、
条
例
の
年
度
内
の
制
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
庁
内
の

関
係
部
署
に
よ
る
条
例
制
定
の
た
め
の
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
に
お
い
て
検
討
を
行

う
と
い
う
段
取
り
で
進
め
て
い
く
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

山や
ま

口ぐ
ち　

桂け
い

子こ

議
員

佐さ

藤と
う　

俊と
し

弥や

議
員
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６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問

自
転
車
利
用
時
の

自
転
車
利
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
対
策
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
対
策
は

鈴す
ず
木き　
照し
ょ
う一い
ち

議
員

Q
本
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
を
利
用
す
る

全
て
の
人
を
対
象
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

を
向
上
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
今
後
は

世
代
ご
と
の
特
性
に
合
っ
た
方
法
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
関
係
機
関
と
連
携
し
た
働
き
掛
け
が

必
要
と
思
う
が
、本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
こ
れ
ま
で
も
天
童
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会

等
と
と
も
に
、
駅
前
等
で
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
学
校
の
生
徒
会
活
動
や
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
向
上
の
た
め
に
、
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

A
現
在
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
試
着
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
購
入
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
考

え
て
い
る
。
今
後
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
広
が

り
を
見
な
が
ら
、
購
入
補
助
も
念
頭
に
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

三み

宅や
け　

和か
ず
広ひ
ろ

議
員

Q
街
路
樹
の
役
割
は
、
交
通
安
全・街
の
景
観・

環
境
美
化
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
課
題
も

多
い
。
街
路
樹
の
大
量
の
落
ち
葉
で
景
観
を
損

ね
た
り
、
足
を
滑
ら
せ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
し
て

い
る
。
ま
た
、
樹
木
の
幹
が
太
く
な
り
、
車
の

合
流
時
に
視
界
を
妨
げ
て
事
故
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
な
ど
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

市
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
街
路
樹
を
伐
採
し

て
間
隔
を
空
け
た
り
、
植
え
替
え
た
り
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

A
植
え
ら
れ
た
当
時
と
比
べ
て
大
木
に
な
り
、

根
上
が
り
に
よ
る
歩
道
の
破
損
や
歩
行
者
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
今
後
は
地
域
の

方
々
と
街
路
樹
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

て
、
道
路
美
化
に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
り
、

協
働
で
よ
り
良
い
街
路
樹
管
理
を
し
て
い
く
。

Q
具
体
的
な
説
明
を
。

A
試
行
的
な
取
組
み
だ
が
、
区
域
・
路
線
を
選

定
し
て
街
路
樹
の
便
益
、
雨
水
浸
透
・
貯
留
、

景
観
向
上
、
温
暖
化
防
止
等
に
つ
い
て
十
分
評

価
し
て
、
植
え
替
え
、
間
引
き
、
撤
去
な
ど
視

野
に
入
れ
て
、
地
域
の
方
々
と
協
議
し
て
い
く

計
画
と
な
る
。

街
路
樹
の
あ
り
方
に
つ
い
て

街
路
樹
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き

検
討
す
べ
き

笹さ
さ

原は
ら　

隆た
か

義よ
し

議
員

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の

支
援
策
は

支
援
策
は

Q
文
部
科
学
省
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策
（
通
称

Ｃ
コ

コ

ロ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
受
け
た
本
市
の
対
応
は
。

A
本
市
で
は
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
、
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
機
能
を
持
つ
別
室
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
外
の
学
び
の
場
と
し
て
、
適
応
指

導
教
室
で
あ
る
ア
ウ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
様
な
学
び
の
場
で
あ
る

市
内
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
情
報
を
保
護
者

に
提
供
し
て
い
る
。

Q
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
利
用
者
へ
の
補
助

金
、事
業
者
へ
の
補
助
金
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
本
市
の
実
情
を
考
慮
し
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
学
校
復
帰
、
ま
た
は
社
会
的
自
立
に
資
す
る

よ
う
な
観
点
が
あ
る
も
の
は
、
関
係
部
署
と
連

携
し
た
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
天
童
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
も
明
記
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

A
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い
る
第
三
期
計
画

の
策
定
作
業
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車
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�緑地帯の花植え

６月定例会　一般質問６月定例会　一般質問

寺
津
児
童
館
を

寺
津
児
童
館
を

ど
う
す
る
の
か

ど
う
す
る
の
か

石い
し

垣が
き　

昭し
ょ
う一い
ち

議
員

Q
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
取

組
み
を
早
急
に
進
め
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
が
、
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
令
和
６
年
度
の
募
集
が
始

ま
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
か
伺
い
た
い
。

A
今
年
２
月
、
就
学
前
児
童
が
い
る
36
世
帯
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
22
世
帯
か
ら
回
答
を
得

た
。
７
割
以
上
の
世
帯
が
共
働
き
で
、
利
用
し

や
す
い
施
設
の
立
地
条
件
と
し
て
、
自
宅
付

近
、
就
業
先
付
近
の
順
に
回
答
が
多
い
。
利
用

開
始
年
齢
は
２
歳
以
下
か
ら
が
９
割
を
占
め
て

い
る
。
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
集
団
保
育
に
つ

い
て
は
、
９
割
以
上
の
世
帯
が
必
要
と
回
答

し
、
う
ち
８
割
が
１
ク
ラ
ス
10
人
以
上
が
必
要

と
回
答
し
て
い
る
。

　
開
館
時
間
や
利
用
児
童
数
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
で
、
８
割
以
上
が
寺
津
児
童
館
以
外
の
施

設
利
用
を
希
望
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
詳
細
を
議
会
に
報
告

し
、
今
後
の
対
応
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
説
明
を
し
た
上
で
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

Q
昨
年
末
に
行
っ
た
、
持
続
可
能
な
自
治
会
活

動
の
検
討
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
。

　
市
で
業
務
を
依
頼
し
て
い
る
項
目
は
い
く
つ

あ
る
の
か
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
反
応
は
。

A
市
か
ら
自
治
会
に
依
頼
し
て
い
る
業
務
に
係

る
現
状
や
改
善
点
を
聞
く
ほ
か
、
自
治
会
の
現

状
や
活
動
方
針
を
確
認
す
る
目
的
で
実
施
し

た
。
結
果
を
今
後
の
行
政
運
営
の
参
考
に
し
、

業
務
依
頼
に
係
る
ル
ー
ル
見
直
し
を
検
討
し
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
現
在
、
８０
件
ほ
ど
の
業
務
を
依
頼
し
て
い
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
点
検
し
、
来
年
３

月
を
目
途
に
整
理
し
た
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

業
務
依
頼
を
減
ら
す

よ
う
望
む
自
治
会
が

一
定
程
度
あ
る
一

方
、
そ
れ
を
上
回
る

自
治
会
が
自
分
た
ち

の
運
営
や
活
動
を
自

ら
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
答
え
て
い

る
。 行

政
と
自
治
会
の

行
政
と
自
治
会
の

協
働
の
関
わ
り
方
は

協
働
の
関
わ
り
方
は

伊い

藤と
う　

和か
ず

子こ

議
員

児
童
生
徒
の
心
の
不
調
を

児
童
生
徒
の
心
の
不
調
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
シ
ス
テ
ム
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
シ
ス
テ
ム
を

Q
文
部
科
学
省
は
、
今
年
３
月
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対

策
（
通
称
Ｃ

コ

コ

ロ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
）
を
発
表
し

た
。
本
市
の
現
在
の
不
登
校
の
実
態
と
対
策

は
。
不
登
校
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
心
の
小
さ

な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
、
保
健
室
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
自
殺
リ
ス
ク

や
精
神
的
不
調
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

A
令
和
４
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
１
１

７
人
で
、
令
和
３
年
度
と
比
べ
増
加
し
て
い

る
。
対
策
は
、
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問
等
を
通

じ
、
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
努
め
る
ほ
か
、
不
登
校
あ
る
い
は
不
登
校
の

兆
候
が
見
ら
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
、
個
票
を
作
成
し
組
織
的
な

体
制
の
下
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
不
登
校
の
要
因
を
把
握

し
、
児
童
生
徒
の
思
い
に
寄
り
添
い
つ
つ
適
切

な
早
期
支
援
に
努
め
て
い
く
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
ア
プ
リ
の
種
類
は
、
何
種
類
か
あ

る
。
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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▲�さらなる市民サービスの向上
が期待される

総
務
教
育

救
助
支
援
車
を
更
新

消
防
課
長　
車
体
の
経
年
劣
化

に
よ
り
活
動
支
援
に
支
障
を
来
す

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
車
両
を
更
新

し
、
多
様
化
す
る
自
然
災
害
や
救

助
事
案
へ
の
迅
速
な
対
応
と
、
消

防
力
の
向
上
を
図
る
も
の
。

　
更
新
す
る
車
両
は
、
環
境
基

準
に
適
合
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
で
、
走
破
性
が
高
い
四

輪
駆
動
と
な
っ
て
お
り
、
車
両

後
部
に
昇
降
装
置
を
装
備
し
、

資
機
材
の
積
み
降
ろ
し
の
安
全

性
と
迅
速
化
、
隊
員
の
安
全
と

負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。

Q
こ
の
車
両
を
運
転
で
き
る

免
許
の
種
類
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
入
っ
た
ば

か
り
の
若
い
消
防
職
員
で
も
運

転
で
き
る
の
か
。

A
車
両
の
運
転
に
は
中
型
免

許
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
消

防
職
員
に
対
し
て
、
大
型
免
許

の
資
格
取
得
を
進
め
て
お
り
、

多
く
の
職
員
が
運
転
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

環
境
福
祉

は
な
駒
荘
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
に

社
会
福
祉
課
長　
天
童
温
泉
は

な
駒
荘
を
、
令
和
６
年
度
か
ら

入
館
料
を
指
定
管
理
者
の
収
入

と
す
る
利
用
料
金
制
度
に
移
行

す
る
と
と
も
に
、
要
望
の
多

か
っ
た
回
数
券
を
導
入
す
る
も

の
。

Q
指
定
管
理
委
託
料
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

A
今
ま
で
使
用
料
と
し
て
市

の
収
入
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、

利
用
料
金
と
し
て
指
定
管
理
者

の
収
入
と
な
る
た
め
、
指
定
管

理
委
託
料
は
減
る
こ
と
に
な
る
。

Q
回
数
券
の
枚
数
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

A
枚
数
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
と
協
議
の
上
、
決
定
し
た

い
。

経
済
建
設

健
康
増
進
施
設
を

指
定
管
理
者
制
度
に

商
工
観
光
課
長　
健
康
増
進
施

設R

リe p

プ
レ
イ

lay! T

テ

ン

ド

ウ

EN
D
O

が
令

和
６
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
と
業

務
を
条
例
の
条
文
に
追
加
す
る

も
の
。

Q
指
定
管
理
者
に
移
行
す
る

が
、
具
体
的
な
業
務
内
容
は
。

A
現
在
の
業
務
委
託
と
同
じ

内
容
を
指
定
管
理
者
に
実
施
し

て
も
ら
う
。

Q
施
設
利
用
者
を
増
や
す
た

め
、
担
当
課
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

A
利
用
者
増
加
の
方
策
は
担

当
課
で
も
計
画
し
て
い
く
が
、

指
定
管
理
者
自
ら
が
接
遇
や

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
、
利
用
者
か
ら
何
度
も
訪
れ

て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　６月定例会では、議案３件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日１９日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり報告
しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

敬
老
会
見
直
し

敬
老
会
見
直
し

を
調
査

を
調
査

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

委
員

会活動

委
員

会活動
　
５
月
18
日
、「
令
和
５
年

度
以
降
の
敬
老
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
所
管
事
務
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
市
で
主
催
し

て
い
た
敬
老
会
を
町
内
会
等

で
実
施
す
る
場
合
、
対
象
者

の
把
握
が
難
し
く
な
る
こ
と

や
、
交
付
金
の
対
象
者
を

も
っ
と
広
げ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
主

に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
課
か
ら
は
、
今

年
度
は
や
り
方
を
変
更
し
て

の
初
年
度
で
あ
る
た
め
、
各

町
内
会
等
で
よ
り
良
い
形
で

開
催
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
５
月
30
日
の
委
員

会
で
は
、
敬
老
会
対
象
者
に

祝
品
等
を
贈
呈
す
る
事
業
も

対
象
と
す
る
よ
う
に
変
更
し

た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
敬
老
事
業
と
な

る
よ
う
に
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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令和５年度 補正予算

販売するプレミアム付商品券の内
容は。

商品券の電子化に取り組むべきで
は。

売れ残った商品券を抽選で再販売
する考えは。

１冊１万円の商品券を１冊５０００円
単位に小口化を検討したか。

新型コロナワクチンの接種で重篤
な副反応を訴えた事例は。

ワクチン副反応
もしものときは

市制施行６５周年
記念事業

Q Q

Q Q

記念式典での講演の内容はどのよ
うなものか。Q

Q

Q

高齢者等を対象とした令和５年度
春開始の接種を実施している中で

Ａ

一般会計　４億２４９９万円を可決【６月補正】

　６月定例会に補正予算が提出され、予算特別委員会での審査後の本会議で、原案のとおり
可決されました。

販売価格が１万円で１万５０００円分
利用できる。半分は小型店専用券

電子商品券は、慣れない人にとっ
て使いづらいため、より多くの方

売れ残りの数量の予測ができない
ため、事業費の残りは他の事業に

印刷費用や管理等のコストが大き
くなるため、１冊１万円の単位と

市民の関心を高めるため、講師に
は著名人を招きたいと考えてい

市制施行の日は１０月１日だが、記
念式典は１０月１５日の日曜日に設定

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

で、残りは大型店でも利用できる共通
券。対象は８月１日時点で市内に住民登
録がある方など。１人につき１冊購入可
能。販売・使用の開始は１０月１日から。

が利用できる紙のみの扱いとする。扱う
店舗側も６割以上が紙の商品券を希望し
ている。また、電子化する場合、紙の商
品券よりも経費がかかる。

活用したい。 した。

賑わい応援！プレミアム率５０㌫の商品券を販売

る。現在交渉中だが、８月上～中旬には
皆さんにお知らせしたいと考えている。

する。対象者は市民に限定し、応募多数
の場合は抽選とする。

は、重篤な副反応を訴えるケースは今の
ところない。予防接種による重大な体調
の変調がある方がいれば、国の予防接種
健康被害救済制度の対象となる場合があ

るので、市が設置する
予防接種健康被害調査
委員会に諮り、国へ進
達する。

日程は市民が参加しやすいもの
か。また、著名人を講師に呼ぶと

希望者が定数を上回る可能性もあるが、
対象者は限定するのか。

11 てんどう市議会だより №181てんどう市議会だより №181



議案番号 件　　　　　名 結　果

報第２号
交通事故に係る損害賠償の額の決
定についての専決処分の報告につ
いて

報　告

議第４号 天童最上川温泉の温泉等に関する
権利の取得について

原案可決
（全会一致）

第１回臨時会（４月２６日） 〈市長提出議案〉

第２回臨時会（５月１６日） 〈市長提出議案〉

第３回定例会（６月５日～６月１９日） 〈市長提出議案〉

≪委員会提出議案≫

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
令和４年度天童市一般会計補正予
算（第１１号）の専決処分の承認を
求めることについて

承　認

議第１号 令和５年度天童市一般会計補正予
算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第３号 天童市介護保険条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

提出された議案とその結果
令和５年度第１回臨時会、第２回臨時会、第３回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第３号 令和４年度天童市一般会計予算繰
越明許費の報告について 報　告

報第４号
令和４年度天童市工業団地整備事
業特別会計予算繰越明許費の報告
について

報　告

報第５号 天童市土地開発公社の経営状況及
び事業計画の報告について 報　告

報第６号
公益財団法人天童市文化・スポー
ツ振興事業団の経営状況及び事業
計画の報告について

報　告

議案等に対する議員の賛否一覧表
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤　
義
弘

熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

村
山　
俊
雄

清 無 無 清 清 て て て 清 て 清 清 清 無 無 清 清 共 清 清 共 無

請陳第１号
芳賀タウン南側地区の市街化区
域編入についての請願（継続審
査とすることについての採決）

〇 ○ 〇 × × × ○ ○ × × 〇 × × 〇 ○ × × 〇 × × 〇 議

請陳第１号
芳賀タウン南側地区の市街化
区域編入についての請願（採
択とすることについての採決）

× ○ × 〇 〇 ○ × × 〇 ○ × 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に所属していない議員

（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第７号 株式会社スポーツクラブ天童の経営
状況及び事業計画の報告について 報　告

報第８号 令和４年度天童市情報公開条例の
運用状況の報告について 報　告

議第５号 令和５年度天童市一般会計補正予
算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第６号 天童市健康増進施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７号
天童市高齢者健康福祉施設の設置
及び管理に関する条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第８号 救助支援車の取得について 原案可決
（全会一致）

議第９号～
議第２７号

天童市農業委員会委員の任命につ
いて

同　意
（全会一致）

議第２８号
天童市学校給食センター炊飯施設
等整備建築主体工事請負契約の締
結について

原案可決
（全会一致

議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第１号

免税軽油制度の継続を求める意見
書の提出について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第２号

天童市議会委員会条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第３号

天童市議会会議規則の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

請願・陳情の結果請願・陳情の結果
　今定例会に提出された請願を所管常任委員会で審査・採決した結果、請陳第１号は継続審査（※）とな
りましたが、６月19日の最終日の本会議で採決の結果、下記の賛否一覧表のとおり否決されました。
　このため、本会議を休憩して再度所管常任委員会で審査・採決を行った結果、採択となり、再開された
本会議でも採択されました。
※継続審査：議会の会期中に審議を終了できない案件を、閉会中も引き続き審査すること。

件　名 提出者 付託委員会 結 果
芳賀タウン南側地区の市街化区域編入
についての請願 長岡契約会 委員長　大内 崇 経済建設 採択

免税軽油制度の継続を求める請願書に
ついて

東北索道協会山形地区部会
部会長　岡崎 彌平治
特定非営利活動法人NPO天童高原
理事長　工藤 一夫

総務教育 採択
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議会のうごき議会のうごき（４月１６日～７月１５日）

　全国市議会議長会から下記の議員に表彰状
が伝達されました。
◇議員３５年以上
　伊藤　和子　議員（昭和６２年１０月１日～）
◇議員１５年以上
　松田　光也　議員（平成１９年１０月１日～）
　狩野　佳和　議員（平成１９年１０月１日～）

永年勤続表彰

■４月
　２１日　市長要請全員協議会
　　　　議会運営委員会
　２６日　議会運営委員会
　　　　第１回市議会臨時会
　　　　市長要請全員協議会
　　　　全員協議会
　　　　市長要請各派代表者会
　　　　各派代表者会
■５月
　８日～�１０日　総務教育常任委員会行政視察（鹿児島

県鹿児島市、熊本県和水町・八代市）
　９日～�１１日　環境福祉常任委員会行政視察（香川県

丸亀市・三豊市、岡山県倉敷市）
　　　　�経済建設常任委員会行政視察（大阪府箕面

市・大阪市、兵庫県丹波篠山市）
　１０日　埼玉県久喜市議会視察来童
　１２日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請総務教育常任委員会（天童市学校給

食センター炊飯施設等整備建築主体工事に
ついて）

　　　　議会運営委員会
　１５日　�議会報告・意見交換会（山口・田麦野、蔵増、

天童北部、干布、長岡、荒谷）
　１６日　議会運営委員会
　　　　第２回市議会臨時会
　　　　�議会報告・意見交換会（天童中部、天童南部、

成生、津山、寺津、高擶）
　１８日　�環境福祉常任委員会所管事務調査（令和５年

度以降の敬老事業のあり方について）
　２２日　市長要請各派代表者会
　２３日　市長要請全員協議会
　　　　各派代表者会
　２９日　議会運営委員会

　　　　�全国自治体病院経営都市議会協議会理事会・
定期総会（議長／東京都）

　３０日　�市長要請環境福祉常任委員会（天童市地域敬
老会事業交付金の見直し等について）

■６月
　２日　�山形県市議会議長会定期総会（議長、副議長、

事務局長／山形市）
　５日～�１９日　第３回市議会定例会　
　　　　広報委員会
　８日　各派代表者会
　１３日　�市長要請環境福祉常任委員会（寺津地域の就

学前児童の保育のあり方に関するアンケー
ト結果の報告について）

　　　　�全国温泉所在都市議会議長協議会役員会・
総会（議長、事務局長／東京都）

　１４日　�全国市議会議長会総会・各委員会合同会議
（議長、事務局長／東京都）

　１５日　広報委員会
　１６日　議会運営委員会
　２０日　さくらんぼトップセールス（議長／東京都）
　２８日　県への重要事業要望（議長、事務局長／県庁）
　２９日　各派代表者会
■７月
　５日　議会運営委員会
　６日　広報委員会
　　　　千葉県袖ケ浦市議会視察来童
　１０日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　　　　議員全員協議会・全員協議会・定例会
　１１日　愛知県岡崎市議会視察来童
　１１日～�１３日　清新会先進地視察（静岡県掛川市・熱

海市、千葉県市川市）
　１２日～�１３日　てんどう創生の会先進地視察（群馬県

太田市、栃木県栃木市）
　１４日　広報委員会
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本
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に
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。
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賛
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数
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な
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ま
し
た
。
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最
初
の
委
員
会
で
市
内
の
バ

ラ
ン
ス
あ
る
発
展
の
た
め
に

も
、
学
区
を
含
め
た
検
討
が
必

要
、
周
辺
集
落
で
は
将
来
、
小

学
校
で
複
式
学
級
に
な
る
な
ど

心
配
の
声
が
あ
り
、
継
続
審
査

と
な
っ
た
。
先
日
開
催
さ
れ
た

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
で
も

周
辺
集
落
の
若
者
流
出
、
老
人

世
帯
の
増
加
、
老
老
介
護
な
ど

深
刻
な
実
情
が
出
さ
れ
た
。
市

内
の
現
状
は
、
空
き
地
や
空
き

家
が
目
立
つ
。
再
審
査
で
は
賛

否
の
み
の
表
決
と
な
り
採
択
と

な
っ
た
が
、
早
急
に
進
め
る
必

要
性
は
な
い
。
も
っ
と
慎
重
に

検
討
す
べ
き
。

〈
反
対
〉伊
藤
　
和
子
議
員

　農業委員会委員の任期が令和５年７月１９日をもっ
て満了することに伴い、下記の方を任命することに
同意しました。
荒沢亨氏、五十嵐慶一氏、五十嵐晋氏、大石吉隆氏、
小川晋氏、今野滋氏、齋藤照一氏、佐藤悦雄氏、
白田好之氏、須藤隆司氏、清野貢市氏、髙橋昭義氏、
武田仁氏、富樫秀幸氏、仲野真氏、松田康政氏、
三宅藤義氏、矢野美佐子氏、山﨑紀子氏

農業委員会委員の任命に同意
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▲四中美術部の皆さん

今回今回のの表紙イラスト表紙イラスト 作者紹介作者紹介

旬旬のトピックス 蔵増小６年生が社会科
見学で議会を訪問！

今回の表紙のイラストは、四中3年の村山柚稀

さん（写真前列中央）から作品を制作していた

だきました。ありがとうございます。

　村山さんに作品について聞いてみました。

村
むら

山
やま

　柚
ゆず

稀
き

さん（四中３年）

入道雲と優雅に泳ぐ金魚で８月をイメージ
しました。水色などの青系の涼しげな色を
使い、夏らしさを表現しました。

作品の説明をお願いします。Ｑ
Ａ

制作で力を入れた点や難しかった点は。
特に力を入れた点は、金魚の色です。赤以
外にも黄色やオレンジを入れたりして、よ
り金魚に見えるように力を入れました。

Ｑ
Ａ

より良いまちづくりのために一言。
このまちの良いところは、将棋という文化
だったり、果物の生産量が多いところだと
思います。多くの人に天童に来てもらいた
いので、宣伝に一層力を入れると良いと思
います。

Ｑ
Ａ

９月定例会の
日程
８／２５ 金 本会議（初日）
２６ 土
２７ 日
２８ 月
２９ 火 本会議（一般質問）
３０ 水 本会議（一般質問）
３１ 木 常任委員会
９／１ 金 常任委員会
２ 土
３ 日
４ 月 決算特別委員会
５ 火 決算特別委員会
６ 水 決算特別委員会
７ 木 決算特別委員会
８ 金 予算特別委員会
９ 土
１０ 日
１１ 月
１２ 火 本会議（最終日）

中継あり

※�請願の締め切りは８月１７日（木）正午の
予定です。
※�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

【広報委員会】委員長　水戸 　保　副委員長　山口 桂子　委員　伊藤 和子・渡辺 博司・佐藤 俊弥・熊澤 光吏・古澤 義弘
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